
 

 

 

議会運営委員会次第 

 

日 時 令和８年８月３日（月） 

午後２時開議 

場 所 第３・４委員会室 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）流山市議会ＩＣＴ推進基本計画に基づく実施計画一覧の見直しについて 

（２）流山市議会議員政治倫理条例の見直しについて 

（３）流山市議会災害対応マニュアルの見直しについて 

（４）グループウェアツールの試行導入について 

（５）私的端末の議場持ち込みの試行運用について 

（６）請願書・陳情書の手引きの改訂について 

（７）流山市議会基本条例逐条解説の改訂について 

（８）その他 

 

３ 閉会 

 



別紙１

整理
番号

具体的な箇所
（追加の場合は追加箇所を明示）

見直しの内容
(追加/修正/削除)

実施時期 理 由 会派 結論

ア
1-1-7.ＡＩ音声認識によるリアルタイ
ム字幕の付与

追加 次年度以降 聴覚障害の方でも視覚で追える。
流山
みらい

イ
1-1-8.発言ごとの自動チャプター機能
を追加

追加 次年度以降 見たい映像を即座に見れる。
流山
みらい

2 【市民参加による議会運営】 ウ
2-1.（備考）
ツイッターＸ、Facebookのアカウント
を取得していますが、・・・

修正 即座 名称が変わっている
流山
みらい

エ
3-3-2.3-2-2.執行部側のプレゼンテー
ションツールの活用

修正 - 付番誤りのため。 (事務局)

オ
3-2-3.プレゼンテーションツールとし
ての動画の活用

追加 -

冠水時の水の挙動など、動画のほうが共
通理解を図りやすい内容については動画
を活用する。なお、議事録への対応は静
止画の掲載にとどめるか、記録に残さな
い運用としてもよい。

流政会

カ
3-3.委員会運営におけるにおけるプロ
ジェクターの活用

修正 - 誤植のため。 (事務局)

4-3.本会議場における情報端末の利用
⇒議員個人所有の端末を許可

修正 議会運営委員会での決定事項 流政会

4-3.本会議場における情報端末の利用 修正
タブレット端末の利用に対して変更と
なったため。

公明党

流山市議会ＩＣＴ推進基本計画に基づく実施計画一覧見直しシート【集約版】

令和9年5月

【市民との情報共有の拡充】

キ4

項 目

1

3 【分かり易い会議の実現】

【議員の情報活用能力及び
活用環境の向上】

1 / 3 ページ
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整理
番号

具体的な箇所
（追加の場合は追加箇所を明示）

見直しの内容
(追加/修正/削除)

実施時期 理 由 会派 結論

流山市議会ＩＣＴ推進基本計画に基づく実施計画一覧見直しシート【集約版】

項 目

ク

4-8.オンライン行政視察の実施
体調不良や、家族の都合で視察に参加で
きない議員が増えている。オンライン
ツールでつなぎ、視察内容を聞いたり、
質問が出来る環境整備を行うことで共通
理解をもつ機会損失状況を改善できる。

追加 -

多額の予算を要する視察を有意義なもの
とする一方、相手方自治体に負担をかけ
ぬよう、流山市側（議員）で主体的に対
応できる体制を整える。

流政会

ケ

4-9.議員向けＩＣＴ研修会の実施
操作方法中心の研修から、生成ＡＩの安
全な活用、データに基づく政策立案、情
報セキュリティの実践研修へ移行。

追加 次年度以降 政策立案能力の向上
流山
みらい

コ
5.ペーパーレスの促進（備考）
情報端末ペーパーレス会議システムの導
入に伴い、・・・

修正 -
情報端末の配付を中止することが決定し
ているため。

(事務局)

サ

5-1,5-2,5-3（備考）を下記の表現に改
める。
⇒電子ベースを基本とし、議員の希望に
より紙ベースも配付しています。

修正 ｰ
現行の運用に合わせる。それに伴い、5-2
の状況は「中止」⇒「継続中」に変更す
る。

(事務局)

シ
5-1-2.減冊の検討
⇒状況を「未着手」⇒「継続中」に変更
する。

修正 ｰ
各議員へのアンケートを実施しているた
め。

(事務局)

ス

5-8.会議通知・各種式典等の案内通知の
電子メール化
また、備考を下記の表現に改める。
⇒電子ベースを基本とするが、駐車券な
ど電子化できないものもあるため、各種
式典等の案内通知は執行部の判断により
郵送等でも可とする。

修正 ｰ
グループウエアの導入を予定しているた
め。

(事務局)

4
【議員の情報活用能力及び

活用環境の向上】

5 【ペーパーレスの促進】

2 / 3 ページ
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整理
番号

具体的な箇所
（追加の場合は追加箇所を明示）

見直しの内容
(追加/修正/削除)

実施時期 理 由 会派 結論

流山市議会ＩＣＴ推進基本計画に基づく実施計画一覧見直しシート【集約版】

項 目

5-11.配付したタブレットの利用方法研
修会の実施

修正
アプリを継続する上では利用方法の研修
会が必要です。

公明党

5-11.配付したタブレットの利用方法研
修会の実施

削除
令和９年度以降、タブレット導入を中止
することとしたため。

自由
民主党

ソ 5-12.ペーパーレス進捗状況の公表 追加 -
議会で推進しているペーパーレス化につ
いて、個人の実施状況と全体の進捗状況
を合わせて公開してはどうか

流政会

6-5.情報端末を全員（議員、職員）に配
付

削除
私的端末の導入の方向性が決まったた
め。

流政会

6-5.情報端末を全員（議員、職員）に配
付

削除
令和９年度以降、タブレット導入を中止
することとしたため。

自由
民主党

チ
6-7.コミュニケーションツール（LINE
WORKS等）の導入

追加 令和9年5月
情報共有の円滑化、災害時の連絡体制の
強化のため。

自由
民主党

タ -

【必要となるＩＣＴ基盤の整備】

5 【ペーパーレスの促進】

6

セ ｰ

3 / 3 ページ
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○流山市議会議員政治倫理条例 

平成19年３月26日条例第18号 

改正 

令和４年３月28日条例第８号 

令和〇年〇月〇日条例第〇号 

流山市議会議員政治倫理条例 

（目的） 

第１条 この条例は、流山市議会議員（以下「議員」という。）の政治倫理に関する規律の基本と

なる事項を定めるとともに、流山市民（以下「市民」という。）の代表として議員の政治倫理の

更なる確立に必要となる事項を定めることにより、流山市議会（以下「議会」という。）が市民

の厳粛な信託に応え、公正で開かれた民主的な市政の発展に寄与することを目的とする。 

（議員及び市民の責務） 

第２条 議員は、市民の代表としての役割を正しく認識し、議会の一員として、その使命の達成に

努めなければならない。 

２ 議員は、この条例に定める政治倫理に関する自らの事項について、進んでその説明責任を果た

すよう努めなければならない。 

３ 議員は、市民の代表として、互いの立場や主張の相互理解に努め、ハラスメントの発生を未然

に防止するよう努めなければならない。 

３４ 市民は、主権者として自らも市政を担い、特定の個人又は法人の利益のため議員が利用され

ることがないよう、常に議員の活動を見守るよう努めなければならない。 

（政治倫理基準の遵守） 

第３条 議員は、次に掲げる政治倫理基準を遵守しなければならない。 

(１) 市民の代表として名誉と品位を損なう行為を慎み、議員としての職務に関し、その地位を

利用して不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしないこと。 

(２) 公職選挙法（昭和25年法律第100号）、政治資金規正法（昭和23年法律第194号）その他公

職にある者に対して適用される法律に違反する行為をしないこと。 

(２)(３) 流山市並びに公有地の拡大の推進に関する法律（昭和47年法律第66号）に規定する土

地開発公社及び流山市が加入する一部事務組合及び広域連合及び流山市が資本金その他これに

準ずるものを出資し、又は拠出している公益法人及び株式会社（以下単に「市」と総称する。）

が行う許可若しくは認可又は請負その他の契約に関し、特定の個人、企業、団体等のために、
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有利な取り計らいをしたと見られる行為をしないこと。 

(３)(４) 議員及び当該議員を推薦し、又は支持する公職選挙法第199条の５第１項に規定する後

援団体に対する政治活動に関する寄附として、政治的又は道義的な批判を受けるおそれのある

金品を受けないこと。 

(４)(５) 常に議員として市民の利益を優先し、その地位を利用して不正の疑惑を持たれるおそ

れのある金品を受けないこと。 

(５)(６) 市の職員の公正な職務執行を妨げ、その権限又は地位による影響力を不正に行使する

ような働きかけをしないこと。 

(６)(７) 市の職員の採用、昇任又は人事異動に関して、特定の個人の推薦、紹介等の行為をし

ないこと。 

(８) 道路交通法（昭和35年法律第105号）第65条第１項に規定する酒気帯び運転その他の市民の

安心安全を脅かすおそれのある違法行為をしないこと。 

(７)  議員は、その地位を利用して嫌がらせをし、強制し、又は圧力をかける行為をしてはなら

ない。また、人権侵害のあるおそれのあるハラスメント行為（定義等については、規則で定め

る。）をしてはならない。  

(８) 発言又は情報発信を行う場合（各種媒体を利用した情報発信を含む。）は、他人の名誉を

毀損し、人格を侵害し、又は虚偽の情報を流布する行為をしないこと。 

(９) 職務上知り得た情報を不正に利用しないこと。 

(10) 暴力団（流山市暴力団排除条例（平成24年流山市条例第25号）第２条第１号に規定する暴

力団をいう）等反社会的勢力に関与し、又は関係を保つ行為をしないこと。 

(11) 本会議、委員会、協議会等の議会活動を優先して取り組むとともに、議会全体に関わる事

項について積極的に情報収集に努めること。 

２ 市民の意見等に基づき、市政の課題や不適切な事務執行の疑いがある事項について、必要な調

査を行い、是正を求め、又は指摘を行うことを妨げるものではない。ただし、その態様が社会通

念上相当と認められる範囲を超えないものとする。 

（宣誓書の提出） 

第４条 議員は、この条例を遵守する旨の宣誓を行い、議員の任期開始の日（再選挙又は補欠選挙

により議員となった者にあってはその選挙の期日とし、繰上補充により当選人と定められた議員

にあってはその当選の効力発生の日とする。）から30日以内に、別に定める宣誓書を流山市議会

議長（以下「議長」という。）に提出しなければならない。ただし、やむを得ない理由があると
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議長が認めたときは、この限りでない。 

（納税等状況報告書の提出） 

第５条 議員は、流山市が徴収する税金等について納税等の状況を記載した報告書（以下「納税等

状況報告書」という。）を、毎年、議長が指定する日までに作成し、納税等の状況を証する資料

を添付して、遅滞なく議長に提出しなければならない。ただし、規則で定める議員については、

この限りでない。 

２ 前項の規定により作成された納税等状況報告書は、議長においてその要旨を公表するとともに、

５年間保存しなければならない。 

（調査請求） 

第６条 公職選挙法第９条第２項の規定により議員の選挙権を有する者（以下「有権者」という。）

又は議員は、議員が第３条に掲げる政治倫理基準（以下「政治倫理基準」という。）に違反して

いると認めるときは、有権者にあっては、有権者数の500分の１以上の、議員にあっては、議員総

数の４分の１以上の署名により、議長に対し、議員の政治倫理基準に違反する行為の存否につい

て調査の請求（以下「調査請求」という。）をすることができる。この場合において、当該調査

請求を行う者は、議員が政治倫理基準に違反していると疑うに足る事実を証する資料を添付した

調査請求書を、議長に提出しなければならない。 

（調査請求の受理等） 

第６条の２ 議長は、前条の規定による調査の請求があったときは、速やかに当該対象議員に対し

その旨を通知し、相当の期間を定めて弁明（又は意見）の機会を与えることができる。  

２ 当該対象議員は弁明書（又は意見書）を議長に提出することができる。  

３ 議長は、前項の規定により提出された弁明書等の写しを、遅滞なく全議員に送付しなければな

らない。  

４ 議長は、受理した調査請求書及び弁明書等の内容を精査し、次の各号のいずれかに該当すると

認めるときは、議会運営委員会の意見を聴いた上で、市長への送付を行わず、却下することがで

きる。  

(１) 調査請求の内容が、明らかに事実に反すると認められるとき。   

(２) 既に審査を受けた事項と同一であり、新たな証拠の提示がないとき。  

５ 議長は、前項の規定により却下した場合であっても、対象議員の行為が社会通念上相当と認め

られる範囲を超えるときは、議長が口頭で注意することができる。 

６ 議長は、第４項の規定により調査の請求を却下したときは、その旨及びその理由を請求者に通
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知するとともに、これを議会に報告（又は公表）しなければならない。 

（政治倫理基準違反の調査等） 

第７条 議長は、前条に第６条の２の規定する調査請求を受けたときは、による手続を終えた後、

同条第４項の規定により却下する場合を除き、政治倫理基準に違反する行為の存否についての調

査を依頼するため、直ち速やかに調査請求書及び、添付書類及び同条第２項の規定により提出さ

れた弁明書等の写しを市長に送付するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により議長から調査請求書及び添付書類の写しの送付を受けたときは、流

山市政治倫理審査会条例（平成19年流山市条例第19号。以下「審査会条例」という。）の規定に

基づき設置される流山市政治倫理審査会（以下「審査会」という。）に政治倫理違反行為の存否

についての調査を行わせるものとする。 

（議長の協力義務） 

第８条 議長は、審査会条例第７条第１項の規定による依頼があったときは、審査会の調査等に必

要な資料を提出しなければならない。 

（議員の協力義務） 

第９条 議員は、審査会条例第７条第２項の規定による求めがあったときは、審査会の調査等に必

要な資料を提出しなければならない。 

２ 議員は、審査会条例第７条第３項の規定による求めがあったときは、審査会に出席し、意見を

述べ、又は説明をしなければならない。 

３ 議長は、審査会条例第７条第５項の規定により、市長から議員が審査会の求めに応じなかった

旨の通知があったときは、その内容を速やかに公表しなければならない。 

（調査報告書の公表等） 

第10条 市長は、審査会条例第６条の規定により審査会から調査報告書の送付を受けたときは、速

やかにその写しを議長に送付しなければならない。 

２ 議長は、前項の規定により市長から調査報告書の写しの送付を受けたときは、その内容を調査

請求した有権者又は議員に通知しなければならない。 

３ 前項の調査報告書の写しは、議長においてその要旨を公表するとともに、３年間保存しなけれ

ばならない。 

（調査結果の尊重） 

第11条 議会は、審査会の調査結果を尊重し、政治倫理基準に違反したと指摘された議員に対して、

議会の名誉と品位を守り、市民の信頼を回復するため、必要な措置を講ずるものとする。 
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 （審査対象議員に対する措置） 

第11条の２ 議長は、前条の規定による報告を尊重し、議会運営委員会の議決を経て、次の各号の

いずれかの措置を講ずることができる。  

(１) 口頭注意（議長が審査対象議員に対し口頭で注意すること。）  

(２) 文書による戒告（議長が審査対象議員に対し文書で戒告し、及び当該戒告文書を公表するこ

と。） 

(３) 議場における陳謝の勧告（議長が審査対象議員に対し議場において陳謝すべきことを文書で勧

告し、及び当該勧告文書を公表すること。） 

(４) 一定期間の出席自粛の勧告（議会運営委員会が本会議に審査対象議員に対する出席自粛勧告決

議案を提出すること。）  

(５) 議員辞職の勧告（議会運営委員会が本会議に審査対象議員に対する議員辞職勧告決議案を提出

すること。）  

(６) その他議会が必要と認める措置 

２ 議長は、前項に規定する措置（同項第１号に規定する口頭注意を除く。）を講じたときは、そ

の事実を本会議で報告するとともに市民に公表し、及び審査請求した者に対し、その旨を報告し

なければならない。  

３ 議長は、審査会の意見又は勧告と異なる内容の措置を講じたときは、前項の規定による公表及

び報告において、異なることとなった理由を示さなければならない。  

４ 議長は、第１項第４号及び第５号に定める決議案（出席自粛や辞職勧告）が提出されたときは、

その審議の後に、審査対象議員に意見表明の機会を与えなければならない。 

 （研修の実施及び受講） 

第12条 議長は、議員の政治倫理意識の向上、ハラスメントの防止及び円滑な議会運営に資するた

め、専門家等による研修を実施しなければならない。 

２ 議員は、前項の研修を受講しなければならない。 

（委任） 

第13条第12条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成19年４月１日から施行する。ただし、第５条から第11条までの規定は、平成

20年４月１日から施行する。 
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（適用区分） 

２ この条例の施行の日において議員である者に対する第４条の規定の適用については、同条中「議

員の任期開始の日」とあるのは「この条例の施行の日」とする。 

附 則（令和４年３月28日条例第８号） 

この条例は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和〇年〇月〇日条例第〇号） 

この条例は、令和〇年〇月〇日から施行する。 
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○流山市議会議員政治倫理条例施行規則 

平成19年３月30日議会規則第３号 

改正 

平成29年10月23日議会規則第２号 

令和３年３月30日議会規則第１号 

令和４年３月28日議会規則第２号 

令和〇年〇月〇日議会規則第〇号 

流山市議会議員政治倫理条例施行規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、流山市議会議員政治倫理条例（平成19年流山市条例第18号。以下「条例」と

いう。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （ハラスメントの定義） 

第２条 条例第３条第１項第７号に規定するハラスメントとは、次に掲げるものをいう。 

 (１) パワーハラスメント 職務上の地位、権限又は人間関係などの優越的な関係を背景とした

言動であって、業務上必要かつ相当な範囲を超えたものにより、他の議員、市の職員等の就業

環境を害し、又は精神的若しくは身体的な苦痛を与えること。 

 (２) セクシュアルハラスメント 他の議員、市の職員等に対する意に反する性的な言動であっ

て、当該言動に対する対応によりその者に不利益を与え、又は当該言動により就業環境を害す

ること。 

(３) マタニティハラスメント（妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメント） 他の議員、

市の職員等に対する妊娠、出産、育児又は介護に関する制度若しくは措置の利用に関する言動、

又は妊娠、出産等したことに関する言動により、就業環境を害すること。 

(４) その他のハラスメント 前各号に掲げるもののほか、モラルハラスメント等、他の者が不

快に感じる言動又は人権侵害のおそれのある行為。 

（宣誓書） 

第３条第２条 条例第４条に規定する宣誓書は、宣誓書（別記第１号様式）とする。 

（納税等状況報告書） 

第４条第３条 条例第５条第１項に規定する納税等状況報告書は、納税等状況報告書（別記第２号

様式）とし、同項に定める税金等の種類は、次に定める税金等（前年度分のものに限る。）とす

る。 
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(１) 市民税 

(２) 県民税 

(３) 軽自動車税 

(４) 固定資産税 

(５) 都市計画税 

(６) 国民健康保険料 

(７) 介護保険料 

(８) 後期高齢者医療保険料 

(９) 水道料金 

(10) 下水道料金 

２ 条例第５条第１項ただし書に規定する規則で定める議員は、任期１年目の議員（連続して当選

した者を除く。）とする。 

（納税等状況報告書の訂正） 

第５条第４条 議員は、前条第１項の納税等状況報告書を訂正しようとするときは、納税等状況報

告書訂正届（別記第３号様式）により訂正を行うものとする。 

（調査請求） 

第６条第５条 条例第６条の規定により、有権者が調査請求する場合の調査請求書は、調査請求書

（別記第４号様式）とし、同条の規定により議員が調査請求する場合の調査請求書は、調査請求

申出書（別記第５号様式）とする。 

（調査請求書等の送付） 

第７条第６条 条例第７条第１項の規定により、審査会への調査を市長に依頼するため、調査請求

書及び添付書類の写しを市長に送付するときは、調査請求書等送付書（別記第６号様式）を作成

して送付するものとする。 

（公表） 

第８条第７条 条例第５条第２項の規定による納税等状況報告書の要旨の公表、条例第９条第３項

の規定による議員の協力義務違反の公表及び条例第10条第３項の規定による調査報告書の要旨の

公表は、次に掲げる方法のうち議長が定める方法により行うものとする。 

(１) 流山市議会の広報紙への掲載 

(２) 流山市議会ホームページへの掲載 

（研修の実施回数） 
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第９条 条例第12条第１項の規定による研修は、議員の改選後速やかに実施するほか、概ね２年に

１回程度実施するものとする。 

（委任） 

第10条第８条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附 則 

この規則は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成29年10月23日議会規則第２号） 

この規則は、平成29年11月１日から施行する。 

附 則（令和３年３月30日議会規則第１号） 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年３月28日議会規則第２号） 

この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和〇年〇月〇日議会規則第〇号） 

この規則は、令和〇年〇月〇日から施行する。 

別記 

第１号様式（第３条第２条関係） 
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第２号様式（第４条第３条関係） 
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第３号様式（第５条第４条関係） 
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第４号様式（第６条第５条関係） 
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第５号様式（第６条第５条関係） 
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第６号様式（第７条第６条関係） 
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議 会 運 営 委 員 会 に お け る 参 考 人 招 致 （ 案 ）  

（ 流 山 市 議 会 議 員 政 治 倫 理 条 例 の 見 直 し に 関 す る 協 議 ）  

 

１  日 時 及 び 場 所  

  令 和 ８ 年 １ ０ 月 ２ ６ 日 （ 月 ） 午 後 ２ 時 か ら  

  第 ３ ・ ４ 委 員 会 室  

 

２  案 件  

  流 山 市 議 会 議 員 政 治 倫 理 条 例 の 見 直 し に 関 す る 協 議  

 

３  参 考 人 の 氏 名  

（ １ ） 田 村  茂 雄  氏  

（ 弁 護 士 、 流 山 総 合 法 律 事 務 所 ）  

（ ２ ） 帖 佐  直 美  氏  

（ 弁 護 士 、 晴 海 パ ー ト ナ ー ズ 法 律 事 務 所 ）  



項　　目 会派
具体的な箇所

（追加の場合は追加箇所を明示）
見直しの内容
(追加/修正/削除)

理由

③議員は自身の安否、連絡先等を速やかに報告し、連絡体制を確立する。、ＩＣＴ上
にある議会災害対策会議の情報共有連絡網に対し、自身の安否や連絡先等を速やかに
報告する。また、地域活動でを通じて把握した被災情報、や必要な支援策等を議会災
害対策会議に報告する。についても、同連絡網に報告する。

修正

議会災害対策会議（全議員で構成）
議　長：総括
副議長：議長を補佐　職務代理
　所掌・議員の安否確認
　　　・災害情報の収集・整理
　　　・議員及び市本部に情報提供
全議員で構成し、ＩＣＴ上にある議会災害対策会議の情報共有連絡網で情報収集、集
約し、執行部との効率的、かつ効果的な連携体制を整える

修正

災害発生！！
・震度５強以上の地震
・大規模な風水害等
・大規模停電、線状降水帯発生、国民保護事案（大規模感染症)
（議会災害対策会議の設置基準とする）

追加
近年の線状降水帯による水害、能登半島地震、感染
症対応など踏まえて見直すべき。

③議員は、発災直後は自らの安全確保を最優先とし、市災害対策本部の活動を妨げな
い。自身の安否、連絡先等を速やかに報告し、連絡体制を確立する。また、議会災害
対策会議からの参集要請があるまでは地域で情報収集・支援活動を行ない、地域活動
で把握した被災情報、必要な支援策等を議会災害対策会議に報告する。

追加 混乱を招かないため。

日本
共産党

別紙イメージのとおり 修正

①電話はつながりにくいこと
②連絡先を一本化できないとただでさえ混乱してい
る災害時に混乱を招きかねないこと
③霧島市で災害時に有効な情報共有としての実績が
あること

流山市議会災害対応マニュアル_ヒアリングシート【集約版】

流山市議会
 災害発生時対応フロー図

流政会

公明党

別紙３―１

1 / 4 ページ



項　　目 会派
具体的な箇所

（追加の場合は追加箇所を明示）
見直しの内容
(追加/修正/削除)

理由

流山市議会災害対応マニュアル_ヒアリングシート【集約版】 別紙３―１

（４）・・・自動車以外の方法で状況に応じた移動手段を判断して参集する。 修正
自動車以外の方法で参集、ということが（被災状況
にもよるが）現実的とは思えないため。

平時の対応（マニュアルの周知や定期的な訓練）について
・連絡網の作成と連絡訓練の実施（１年に２回程度）

追加

１　災害発生時について
ということをマニュアル化しているが、平時から訓
練していないと、このマニュアルが形骸化してし
まって機能しない懸念があるため。

（３）議員は、地域活動を通して把握した地域の被災状況や必要な支援策等を、議会
災害対策会議ＩＣＴ上にある議会災害対策会議の情報共有連絡網に報告する。

修正

①電話はつながりにくいこと
②連絡先を一本化できないとただでさえ混乱してい
る災害時に混乱を招きかねないこと
③霧島市で災害時に有効な情報共有としての実績が
あること

議会事務局の連絡先
１　電　話　０４－７１５０－６０９９
２　ＦＡＸ　０４－７１５０－２８６３
３　メール　gikai@city.nagareyama.chiba.jp

削除
ＩＣＴ上にある議会災害対策会議の情報共有連絡網
に一本化する

（１）大規模災害が発生した時は、議員は議会事務局に発災後２４時間以内に安否
（自身及び家族の安否、自宅周辺の被害、自身の連絡先等）をＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳ
等により報告する。

修正

議員の安否確認、地域の被害状況や避難所状況の報
告、地域住民への支援や情報収集の報告などこれら
の情報共有をリアルタイムで円滑にするための通信
手段の確保と明記が必要と考える。

（３）議員は、地域活動を通して把握した地域の被災状況や必要な支援策等を、ＬＩ
ＮＥ ＷＯＲＫＳ等により議会災害対策会議に報告する。

修正
複数の議員や同案件の地域情報のスクリーニングの
ため。

休日・夜間発災時における事務局職員の参集基準や発災時の初期行動における議会災
害対策会議の立ち上げを明記。

追加
休日・夜間発災時における事務局職員の参集基準や
発災時の初期行動における議会災害対策会議の立ち
上げをスムーズに図るため。

１　目的
　災害時において、議会は市災害対策本部との連携を図るとともに、市民からの情報
収集・情報共有及び必要な提言・要望を行う。

追加
災害時に、議会（議員の集合体）として求められる
役割を明確化し、議会の役割を期数に関係なく理解
を深めるため

（５）災害情報の確認や市災害対策本部への要望、提言等は、緊急の場合を除き、議
員個人や会派としては行わず、議会災害対策会議として行うものとする。議会災害対
策会議のほか、議員又は会派においても必要に応じて行うことができる。

修正
議員としての活動を制限することがないように議員
（会派含む）活動として市への要請活動を明文化す
る

市総合防災訓練時の練習 追加 あわてないため

公明党

日本
共産党

流政会

流山市議会
 災害対応マニュアル

2 / 4 ページ



項　　目 会派
具体的な箇所

（追加の場合は追加箇所を明示）
見直しの内容
(追加/修正/削除)

理由

流山市議会災害対応マニュアル_ヒアリングシート【集約版】 別紙３―１

（１）大規模災害が発生した時は、議員はＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳ、電話、ＦＡＸ、
メールなどのいずれかの方法により、議会事務局に発災後２４時間以内に安否（自身
及び家族の安否、自宅周辺の被害、自身の連絡先等）を報告する。

修正
現時点の電話・ＦＡＸ・メールだけでなく導入検討
中のＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳを明記

（４）議会災害対策会議から参集指示があった時は、議員は防災服又は防災活動に支
障のない安全な服装とし、自身の食料や飲料水等を携行し、自動車以外の方法で参集
する。ただし、災害の状況その他やむを得ない事情により参集が困難な場合は、オン
ラインその他の方法により議会災害対策会議に参加することができる。

修正 登庁できない場合も想定する必要がある。

１　災害発生時について
（１)安否の報告について
　安否の報告手段について、「ＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳ」を明記する。

修正
平成３０年時点では有効なコミュニケーションツー
ルが存在していなかったことと連絡手段の一本化に
より、迅速な状況把握を実現する。

１　災害発生時について
（２)災害状況の把握について
　「安心メール等」を「流山市ＬＩＮＥ公式アカウントや議会ＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳ
等」に改める。

修正 安心メールは廃止されている。

議会事務局の連絡先
　ＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳに開設するグループ「災害対応」に一本化する。

削除
以前専用の携帯電話等を設定しているが事務局にて
保管したまま。

安否確認訓練の実施
　ＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳによる安否確認訓練を毎年実施する。

追加

模擬災害を想定して、安否確認から情報収集連絡、
情報共有まで一連の流れでの訓練への毎年順次アッ
プグレードしてゆく。
マニュアルを作って終わりではなく、使える手段と
してより多くの議員がそれに習得する必要がある。

兼務の禁止規定
　災害発生時に地域での活動が必要となる自治会・消防団・自主防災組織などの主要
ポストとの兼務を禁止する。

追加
災害発生時の議員としての活動とこれら組織におけ
る活動が干渉することの回避。

流山市議会
 災害対応マニュアル

自由
民主党

流山
みらい

3 / 4 ページ



別紙イメージ

【発災直後】

【災害の大きさや被害の大小、議会事務
局の体制状況を鑑み、設置を判断する】

災害対策本部
5強以上
6弱以下
6強以上

議会事務局長本部会議出席

※業務継続BCPに基づき、議会事務局に割り振られた業務を優
先する
※事務局複数体制が構築できた時点で正副議長等と議会災害
対策会議の設置について協議する

災害発生

議会事務局

■議会：災害対策会議を設置（会派代表者で

構成）

【役割】

・災害情報（被害情報、復旧及及び復興等）

の収集・整理・議員各位への伝達

・議員・会派からの要望の取りまとめ、議会

として行政及び関係機関への要望・提言

■議員・会派は、地域での活動を通災害復旧

等への影響を十分に考慮したうえ、必要であ

れば行政等への要望・提言ができる

発災からの時間的経過で必要であれば移行する

議会事務局及び市

L

I

N

E

ワ
ー
ク
ス
を
活
用
し
、
業
務
負
担
の
軽
減
を
行
う

LINEワークスを活用し、業務負担の軽減を行う

別紙３―１

議員：①家族を含め安否確認

②救援活動や地域活動で得ら

れた情報の提供・共有

4 / 4 ページ
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＊市 災 害 対 策 本 部 と議 会 の連 携 を図 るため

議会災害対策会議を設置する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

議員 :地域で活動  

①  議会事務局長は市災害対策本部に出席し、必要な情報を収集する。また、

議会災害対策会議に必要な情報を提供する。  

②  議会災害対策会議は、全議員に必要な情報を提供する。  

③  議員は自身の安否、連絡先等を速やかに報告し、連絡体制を確立する。ま

た、地域活動で把握した被災情報、必要な支援策等を議会災害対策会議に

報告する。  

④  議会災害対策会議は災害情報を収集・整理し、議会として市災害対策本部

に情報提供する。  

⑤  議会災害対策会議は、要望、提言等がある時は市災害対策本部に行うこと

ができる。  

 

 

 

１ 災害発生時について  

（１）大規模災害が発生した時は、議員は議会事務局に発災後２４時間以内に

安否（自身及び家族の安否、自宅周辺の被害、自身の連絡先等）を報告する。  

（２）議員は、各地域において住民の安全確保等地域活動に従事するとともに、   

安心メール等で災害情報全般を把握する等、地域の被害情報や必要な支  

援策等の把握に努める。  

（３）議員は、地域活動を通して把握した地域の被災状況や必要な支援策等を、 

議会災害対策会議に報告する。  

（４）議会災害対策会議から参集指示があった時は、議員は防災服又は防災活  

動に支障のない安全な服装とし、自身の食料や飲料水等を携行し、自動車  

以外の方法で参集する。  

（５）災害情報の確認や市災害対策本部への要望、提言等は、緊急の場合を除  

き、議員個人や会派としては行わず、議会災害対策会議として行うものと  

する。  

 

 

 

 

 

※上記連絡先が使用できない場合などは、下記の番号、アドレスに連絡します。 

１  議会事務局①  電話            メール  

２  議会事務局②  電話             メール  

 

流山市災害対策本部設置  

5 強以上  第 1 配備（職員 1 /3）  

6 弱以上  第 2 配備（職員 2 /3）  

6 強以上  第 3 配備（職員全員）  

議会事務局長  本部会議出席  

議会災害対策会議 （全議員で構成）  

議  長：総括  

副議長：議長を補佐  職務代理  

所掌・議員の安否確認  

   ・災害情報の収集・整理  

・議員及び市本部に情報提供  

⑤  

③  

・震度５強以上の地震  

・大規模な風水害等  

議会  

事務局  

①   

②   

災害発生 !! 

 

自動設置  

④  
議会事務局の連絡先  

１  電話    ０４－７１５０－６０９９  

２  ＦＡＸ   ０４－７１５０－２８６３  

３  メール   gikai@city.nagareyama.chiba.jp 

 

 

 

 

④  

⑤  

①  

＊流山市では、市内で震度５強以上の地震や大規模な風水害等が発生した

場合は、市災害対策本部を設置することを流山市地域防災計画で規定して

います。  

＊流山市議会は、流山市災害対策本部が設置された場合、議長の総括のも

と、市本部との連携を図るため、自動的に議員全員によって構成される議会

災害対策会議を設置します。  

＊議会災害対策会議は市災害対策本部の廃止と同時に廃止とします。  
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グ ル ー プ ウ ェ ア ツ ー ル の 試 行 導 入 （ 案 ）  

 

１  趣 旨  

今 後 の ペ ー パ ー レ ス 化 の 検 討 に 当 た り 、 通 知 手 段 の 迅 速 化 及

び 情 報 共 有 の 円 滑 化 を 図 る た め 、 グ ル ー プ ウ ェ ア の 試 行 運 用 を

実 施 す る 。  

ま た 、 災 害 対 応 マ ニ ュ ア ル の 見 直 し に 関 す る 議 論 に お い て 、

議 員 間 の 連 絡 体 制 の 整 備 及 び Ｉ Ｔ ツ ー ル の 活 用 に 関 す る 意 見 が

出 さ れ て い る こ と か ら 、 平 時 及 び 災 害 時 を 想 定 し た 連 絡 手 段 と

し て の 有 効 性 に つ い て も 併 せ て 検 証 す る 。  

 

２  使 用 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン  

Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ  Ｗ Ｏ Ｒ Ｋ Ｓ （ 無 料 版 ）  

 

３  対 象 者  

正 副 議 長 、 議 会 運 営 委 員 会 委 員 及 び 議 会 事 務 局 職 員  

 

４  実 施 期 間  

本 日 か ら １ ０ 月 ６ 日 （ 火 ）（ 第 ３ 回 定 例 会 最 終 日 ） ま で  

 

５  試 行 内 容  

（ １ ） ト ー ク 機 能 に よ る 連 絡 、 通 知  

（ ２ ） カ レ ン ダ ー 機 能 に よ る 会 議 日 程 等 の 共 有  

（ ３ ） 掲 示 板 機 能 に よ る 通 知 、 お 知 ら せ の 配 信  

（ ４ ） ア ン ケ ー ト 機 能 に よ る 安 否 確 認 訓 練  

 

６  検 証 項 目  

（ １ ） 通 知 の 迅 速 性 及 び 確 実 性  

（ ２ ） 操 作 性 及 び 利 便 性  

（ ３ ） 情 報 共 有 の し や す さ  

（ ４ ） 災 害 時 等 の 連 絡 手 段 と し て の 有 効 性  

（ ５ ） 導 入 及 び 運 用 に 係 る 課 題  
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７  検 証 結 果 の 取 扱 い  

試 行 運 用 終 了 後 、 議 会 運 営 委 員 会 に お い て 結 果 を 共 有 し 、 今

後 の 活 用 の 可 否 に つ い て 協 議 す る 。  



別紙５－１ 

 

 

 

私 的 端 末 の 議 場 持 ち 込 み 試 行 運 用 （ 案 ）  

 

１  試 行 期 間  

令 和 ８ 年 第 ３ 回 定 例 会 会 期 中  

 

２  対 象 会 議  

本 会 議  

 

３  対 象 者  

  議 員  

 

４  試 行 内 容  

（ １ ） 情 報 端 末 の 持 ち 込 み 及 び 使 用 に つ い て は 、 別 紙 ５ － ２ の と

お り 試 行 す る 。  

（ ２ ）「 留 意 点 」及 び「 不 適 切 な 使 用 に 対 す る 措 置 」は 案 の と お り

運 用 す る 。  

（ ３ ）「 承 諾 書 の 提 出 」に つ い て は 、試 行 期 間 中 は 求 め な い こ と と

し 、 試 行 結 果 を 踏 ま え て 必 要 性 を 検 討 す る 。  

 

５  試 行 後 の 対 応  

第 ３ 回 定 例 会 終 了 後 、 試 行 結 果 及 び 課 題 を 整 理 し 、 規 定 内 容

に つ い て 最 終 調 整 を 行 う 。  

 

６  試 行 後 の 検 証 項 目 （ 案 ）  

（ １ ） 打 鍵 音 な ど の 周 囲 へ の 影 響 に つ い て  

（ ２ ） 不 適 切 な 使 用 が 見 受 け ら れ た か  

（ ３ ） 通 信 ・ 操 作 に 関 す る 運 用 上 の 課 題 に つ い て  

（ ４ ） 承 諾 書 の 提 出 を 求 め る 必 要 性 に つ い て  



令和７年１月１７日 議会運営委員会決定              別紙５－２ 

令和〇年〇月〇〇日 議会運営委員会修正 

本会議・委員会等における情報端末の取り扱いについて  

 

１  留 意 点  

（ １ ） 議 員 及 び 執 行 部 が 議 場 及 び 委 員 会 室 に 持 ち 込 む 情 報 端 末

は 、 使 用 す る タ ブ レ ッ ト 端 末 、 パ ソ コ ン そ の 他 の 情 報 端 末

（ マ ウ ス や キ ー ボ ー ド 、 タ ッ チ ペ ン 等 の 周 辺 機 器 類 を 含 む 。

携 帯 電 話 （ ス マ ー ト フ ォ ン ） は 除 く 。） と し 、 議 長 、 委 員 長

そ の 他 会 議 を 主 宰 す る 者 の 許 可 は 不 要 と す る 。  

（ ２ ） 情 報 端 末 の 使 用 は 、 会 議 資 料 の 閲 覧 、 議 事 に 関 す る 調 査 、

メ モ 作 成 そ の 他 議 会 活 動 に 必 要 な 範 囲 に 限 る 。  

※ キ ー ボ ー ド を 使 用 す る 場 合 は 、 打 鍵 音 に つ い て 周 囲 に 配 慮

す る こ と 。  

（ ３ ） 会 議 中 に 電 子 メ ー ル 、 Ｓ Ｎ Ｓ そ の 他 外 部 と の 通 信 を 行 っ て

は な ら な い 。  

（ ４ ） 通 信 機 能 の 使 用 は 、 会 議 に 関 係 す る 範 囲 に 限 る も の と す

る 。  

（ ５ ） 写 真 撮 影 及 び 録 画 は 行 わ な い こ と 。  

（ ６ ） ゲ ー ム 、 動 画 視 聴 等 、 審 議 に 関 係 の な い 操 作 は 禁 止 と す

る 。  

（ ７ ） 消 音 設 定 （ マ ナ ー モ ー ド ） を 徹 底 す る こ と 。  

（ ８ ） 議 員 は 、 情 報 漏 え い 防 止 及 び セ キ ュ リ テ ィ 確 保 に 努 め る も

の と す る 。  

 

２  承 諾 書 の 提 出  

議 員 は 、 上 記 の 留 意 点 を 遵 守 す る 旨 の 承 諾 書 を 議 長 に 提 出 し

な け れ ば な ら な い 。  

 

３  不 適 切 な 使 用 に 対 す る 措 置  

  議 長 、 委 員 長 そ の 他 会 議 を 主 宰 す る 者 は 、 会 議 の 秩 序 維 持 の

た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 情 報 端 末 の 使 用 を 制 限 す る こ

と が で き る 。  
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改訂（案） 
 

 

請願書・陳情書の手引き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１２月１９日（議会運営委員会  決定）  

令和８年  〇月  〇日（議会運営委員会  改訂）  

 

 

 

流山市議会   
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請願書・陳情書の手引き  

（趣旨）  

１  請願及び陳情の取扱いについては、地方自治法、流山市議会会議規

則、流山市議会委員会条例に定めがある場合を除き、この手引きの定

めるところによります。  

 

（記載事項等）  

＜請願＞  

１  邦文（日本語）を用いて、紙ベースの書面で、請願の趣旨、提出年月

日及び請願者の住所を記載し、請願者が署名又は記名押印をしてくださ

い。  

２  請願者が法人の場合には、邦文を用いて、請願の趣旨、提出年月日、

法人の名称及び所在地を記載し、代表者が署名又は記名押印をしてくだ

さい。提出者が２人以上の場合は代表者を定めてください。定めのない

場合は、その筆頭者を代表者とみなします。  

３  請願を紹介する議員は、請願書の表紙に署名又は記名押印をしてくだ

さい。なお、正副議長、所管委員会の委員は、紹介議員にならないこと

としています。  

４  一つの案件ごとにして提出してください。内容が２以上にわたる場合

は別書としてください。別書しがたい場合は、事項を明確に区別してく

ださい。  

＜陳情＞  

５  陳情については、おおむね請願と同様に取り扱っておりますが、市議

会議員の紹介は不要です。  

＜請願・陳情共通＞  

６  請願（陳情）者数人連署のものは請願（陳情）者ほか何人と記載して

ください。  
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７  請願書及び陳情書は議長あてに提出してください。（市長あてなどの

ものは受付できません。）  

 

（受付）  

１  請願及び陳情は、会期中、閉会中を問わず、議会事務局（市役所第１

庁舎４階）に持参してください。受付時間は午前９時から午後４時３０

分までとなります。請願及び陳情は、定例会招集告示日３日前（土・

日・祝日を除く）午後５時４時３０分までに受理したものをその定例会

で審査します。それ以後に受理したものについては次の定例会で審査す

ることとなります。  

２  郵送された陳情については、全議員へ参考配付とし、審査されませ

ん。  

３  １年以内に提出され審査した陳情で、同一趣旨のものにして、情勢の

変化、陳情者名、中身の変化のないものについては、その写しを全議員

へ参考配付とし、審査されません。  

４  提出時に議会事務局職員から特に重要な事項（別添のとおり）の説明

をしますので、内容をよく確認の上、署名ください。署名いただけない

場合は、参考配付とし、審査されません。  

５  提出された請願書（陳情書）に誤字脱字があった場合、議会事務局職

員から連絡し、訂正されるかどうかを伺います。  

６  提出された請願書（陳情書）のＷｏｒｄなどの電子データを議会事務

局へメールで送付くださいますようお願いします。  

議会事務局メールアドレス： g i k a i @ c i t y . n a g a r e y a m a . c h i b a . j p  

 

（委員会付託・審査）  

１  提出された請願・陳情は定例会初日の２日前に開催される議会運営委

員会においてその内容により付託委員会が決定されます。（陳情は議会

運営委員会で１名以上の賛同があったものが委員会付託・審査されま

す。賛同がない場合は全議員への参考配付とし審査されません。）付託
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委員会が決定しましたら、議会事務局職員から審査日時等をお知らせし

ます。  

２  請願又は付託する陳情の内容が２以上の常任委員会（議会運営委員会

を含む。）の所管事項に属する場合は、２以上の請願又は陳情が提出さ

れたものとみなし、それぞれ所管の委員会に付託し審査します。  

３  委員会審査時に、意見陳述を希望される場合は、代表者又はその代理

人１人（代理人が意見陳述する場合は委任状を御提出ください）が、１

案件につき概ね５分以内で、議会事務局職員が指定する場所において請

願（陳情）する事項に関することのみ、発言してください。５分が経過

し、委員長より陳述をまとめるよう案内された際は、指示に従っていた

だきますようお願いします。なお、この意見陳述は、休憩中に行われる

ことから会議録には掲載されず、ＹｏｕＴｕｂｅでの配信も行われませ

ん。  

４  委員から請願（陳情）者へ質疑される場合がありますので、その際は

回答をお願いします。請願（陳情）者から委員へ質問することはできま

せん。また、この質疑は休憩中に行われることから、会議録には掲載さ

れず、ＹｏｕＴｕｂｅでの配信も行われません。  

５  委員会では、必要に応じて、市職員の出席を求め、市当局に見解を求

める場合があります。  

６  委員会は、審査の結果を「採択すべきもの」、「不採択とすべきもの」

により意見を付け、議長に報告します。また、委員会として意見が決定

できない場合、「継続審査」となる場合があります。「継続審査」の場

合、本会議で許可されたのち、再度、審査が行われます。  

 

（本会議での議決）  

１  委員会での審査結果を参考に、本会議において議員が表決し、最終的

な「採択」、「不採択」が決定されます。  

２  採択された場合は、その内容により、市政に関するものは市長に送付

します。議会での議決後の市当局の対応については、直接、担当課へお

尋ねください。また、意見書の提出を求めるものは、別途意見書が本会
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議に提出され、議決されます。意見書の内容については、市議会ホーム

ページから御確認できます。  

 

（取下げ）  

１  請願は、請願者の申し出により、委員会に付託される以前のものにつ

いては議長の承認を得て、委員会付託後のものについては、議会の意思

決定前に限り当該委員会の承認を得た後に議会の同意を得て、取り下げ

ることができます。  

２  陳情は、陳情者の申し出により取り下げることができます。なお、陳

情が委員会付託後に取り下げられた場合は、付託委員会でその旨が報告

されます。  

 

（個人情報の取扱い）  

１  提出された請願書・陳情書については、氏名、住所、印影を含む全文

が全議員及び市当局に提供されます。また、氏名、住所、印影を黒塗

りにした本文が本会議・委員会等での傍聴、市議会ホームページにお

いて、公開されます。  

２  提出された請願書・陳情書については、公文書として情報公開の対象

となります。  

３  提出された、個人情報は、請願（陳情）にのみ利用し、他の目的には

利用いたしません。  

 

（その他）  

１  提出された請願書・陳情書本文とは別に審査資料を委員に配付したい

場合は、定例会開会日前日までに、９部を議会事務局へ提出してくださ

い。提出された資料は、委員会審査日の１週間前を目途に、委員へ配付

します。また、審査のため市当局へ配付されることがあります。審査資

料として、市議会ホームページへの掲載を希望する場合は、著作権等に

抵触しないことを確認の上、その旨を議会事務局へお申し出ください。  
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２  署名簿は、同一書面内に請願（陳情）の件名、本文（本文が長文の場

合は、請願者・陳情者において十分な説明を署名者にした上で省略可）

及び趣旨に加え署名欄を設け、住所を記載し、署名又は記名押印をして

ください。  

なお、署名簿は、返却しません。また、提出された署名簿はその請

願・陳情が議決されるまでの間は、議員からの求めに応じ、閲覧の対象

となります。  

また、署名簿を追加提出される場合は、開会日の翌週の月曜日（休

日の場合は翌日）の１７時午後４時３０分までに提出してください。  

 

（施行期日）  

１  この手引きは、令和６年１月１日から施行し、令和６年第１回定例会

で取り扱う請願及び陳情から適用します。  

２  令和８年〇月〇日の改訂において、陳情における議会運営委員会での

賛同議員の確認については、令和８年第３回定例会で取り扱う陳情から

適用し、提出の受付時間及び署名簿の追加提出の期限変更については、

令和８年１０月１日から適用します。  

 

（経過措置）  

１  この手引きによる規定は、施行の日以後に提出された請願及び陳情に

ついて適用し、同日前に提出された請願及び陳情については、なお従前

の例によります。   
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審査の流れ  
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請願（陳情）を御提出される方へ  

下記の重要事項をよくお読みいただいた上、□の中にチェック（✓）をお入れく

ださい。  

〔重要事項〕  

 

 

□１年以内に提出され審査した陳情で、同一趣旨のものにして、情勢の変化、陳

情者名、中身の変化 のないものについては、その写しを全議員へ参考配付と

し、審査されません。  

□委員会審査時に、 意見陳述を希望される場合は、代表者又 はその代理人１人

（代理人が意見陳述 する場合は委任状を 御提出ください）が、１案件につき概

ね５分以内で、議会事務局職員が指定する場所において請願（陳情）する事項

に関することのみ、 発言してください。５分が経過し、委員長より陳述をまと

めるよう案内された 際は、指示に従っていただきますようお 願いします。な

お、この意見陳述は、休憩中に行われることから会議録には掲載されず、  

ＹｏｕＴｕｂｅでの 配信も行われません。  

□委員から請願（陳情）者へ質疑される場合がありますので、その際は回答をお

願いします。請願（陳情）者から委員へ 質問することはできません。また、こ

の質疑は休憩中に行われることから、会議録には掲載されず、ＹｏｕＴｕｂｅ

での配信も行われません。  

□提出された請願書・陳情書については、氏名、住所、印影 を含む全文が全議員

及び市当局に提供されます。また、氏名、住所、印影を黒塗りにした本文が本

会議・委員会等での 傍聴、市議会ホームページにおいて、公開されます。  

□提出された請願書・陳情書については、公文書として情報公開の対象となりま

す。  

□提出された請願書・陳情書本文とは別に審査資料を委員に配付したい場合は、

定例会開会日前日までに、９部を議会事務局へ提出してください。提出された

資料は、委員会審査日の１週間前を目途 に、委員へ配付します。また、審査の

ため市当局へ配付されることがあります。審査資料として、 市議会ホームペー

ジへの掲載を希望する場合は、著作権等 に抵触しないことを 確認の上、その旨

を議会事務局へお申し出ください。  

 

【御希望について】  

 当てはまる項目に チェックをお入れください。  

・意見陳述を希望し ますか。  

□有   □無  

・請願書（陳情書） とは別に、審査資料の委員への配付を希望しますか。  

□有   □無  

・委員に配付する資料について、市議会 ホームページへの掲載も希望しますか。  

  □有   □無  

 

私は、上記について 説明を受け、全て了承しました。  

（署名又は記名押印 願います）  

 

   年    月    日  

 

名  前             
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○○○○○に関する請願（陳情）書  

 

 

紹介議員（請願のみ）   

氏名  ○○  ○○  印  

 

要旨（趣旨）  

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  

（項  目）  

１  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○  

２  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○  

 

                  年   月   日    

 

                  請願 (陳情 )者（代表）  

                  住所○○○○○○  

                  氏名○○  ○○印  

流山市議会議長  宛て  
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委任状  

 代理人（受任者）  

住  所             

団体名・氏名        印  

 

上記の者を私の代理人に選任し、下記の権限を委任したのでお届けしま

す。  

記  

委任事項  

令和   年   月   日付けで提出した  

「                               」

についての意見陳述。  

 

令和   年   月   日  

請願（陳情）者            

住  所                

団体名・氏名           印  

 

流山市議会議長  宛て  
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〔流山市議会基本条例〕 
平 成 ２ １ 年 ３ 月 ２ ４ 日 可 決 （ ４ 月 １ 日 施 行 ） 

 

逐条解説  

 

「今・変わる！流山市議会」  

 

 

 

 
平成２１年３月  

（平成２２年２月一部改正）  

（平成２３年９月一部改正）  

  （平成２５年３月一部改正）  

  （平成２６年６月一部改正）  

  （令和  ８年６月一部改正）  

 

流山市議会 
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流 山 市 議 会 基 本 条 例 （平成２１年３月３０日条例第１０号） 

 

目  次  

前 文  

第 １ 章  総 則 （ 第 １ 条 ・ 第 ２ 条 ）  

第 ２ 章  議会の運営原則及び議員の活動原則（第３条―第８条 ） 

第 ３ 章  市 民 と 議 会 の 関 係 （ 第 ９ 条 ・ １ ０ 条 ）  

第 ４ 章  議 会 と 行 政 の 関 係 （ 第 １ １ 条 ― 第 １ ５ 条 ）  

第 ５ 章  自 由 討 議 の 保 障 及 び 拡 大 （ 第 １ ６ 条 ）  

第 ６ 章  委 員 会 の 活 動 （ 第 １ ７ 条 ）  

第 ７ 章  政 務 活 動 費 （ 第 １ ８ 条 ）  

第 ８ 章  議会及び議会事務局の体制整備（第１９条― 第２４条） 

第 ９ 章  議 員 の 政 治 倫 理 、身 分 及 び 待 遇（ 第 ２ ５ 条 ― 第 ２ ７ 条 ） 

第 １ ０ 章  条 例 の 検 証 及 び 見 直 し 手 続 （ 第 ２ ８ 条 ）  

附 則  

流 山 市 政 は 、 流 山 市 民 （ 以 下 「 市 民 」 と い う 。） の 負 託 に よ る

も の で あ っ て 、 そ の 権 利 の 源 は 市 民 に あ る 。 そ の 権 能 は 、 選 挙 に

よ っ て 選 ば れ た 市 民 の 代 表 者 で あ る 市 長 と 選 挙 に よ っ て 選 ば れ

た 議 員 に よ っ て 構 成 さ れ る 流 山 市 議 会 （ 以 下 「 議 会 」 と い う 。）

が 、 市 民 福 祉 の 向 上 の た め 、 市 民 の 要 望 を 把 握 し て 行 使 す る 。  

こ の 条 例 は 、主 権 在 民 を 基 調 と す る 民 主 主 義 の 原 理 に 基 づ い て

い る 。  

市 政 の 運 営 は 、日 本 国 憲 法 に 基 づ く 二 元 代 表 制 の 下 で 、市 長 と

議 会 は 市 民 の 負 託 を 更 に 重 く 受 け 止 め て 活 動 し 、市 長 は 執 行 機 関

と し て 、議 会 は 合 議 制 の 議 事 機 関 と し て 、そ れ ぞ れ の 異 な る 特 性

を 活 か し な が ら 、 競 い 合 い 、 協 力 し 合 わ な け れ ば な ら な い 。 そ し

て 、市 長 と 議 会 に は 、緊 張 関 係 の 下 で 、論 点 及 び 争 点 を 明 確 に し 、

流 山 市 に と っ て 最 良 の 意 思 を 決 定 す る こ と で 、市 民 全 体 の 福 祉 向

上 と 地 域 社 会 の 活 力 あ る 発 展 を 目 指 し て い く 使 命 が 課 せ ら れ て

い る 。  

新 し い 地 方 主 体 の 時 代 を 迎 え 、地 方 自 治 の 範 囲 が 拡 大 し た 今 日 、

住 民 に 最 も 身 近 で 基 礎 的 な 自 治 体 で あ る 市 町 村 の 自 治 権 を 拡 充
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し 、 こ れ を 生 活 者 の 視 点 に 立 っ た 「 地 方 政 府 」 に 近 づ け て い く こ

と が 求 め ら れ て い る 。  

よ っ て 議 会 に は ､こ れ ま で 以 上 に 監 視 、 調 査 、 政 策 立 案 及 び 立

法 の 機 能 強 化 が 求 め ら れ て い る 。  

さ ら に 、積 極 的 な 情 報 公 開 を 率 先 し て 行 い 、よ り 一 層 市 民 に 開

か れ た 議 会 を 実 現 し な け れ ば な ら な い 。ま た 、議 会 は 市 民 の 多 様

な 意 見 を 的 確 に 把 握 す る こ と に 日 々 努 力 し 、常 に 市 民 と の 対 話 を

行 い 、市 民 の 声 を 汲 み 取 り な が ら 、議 員 間 で 自 由 か っ た つ な 討 議

を 重 ね 、市 民 に 信 頼 さ れ る 議 会 運 営 に 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い 。 

議 会 は 、こ の 崇 高 な 理 念 と 目 的 を 達 成 す る こ と を 誓 い 、こ こ に

流 山 市 議 会 基 本 条 例 を 制 定 す る 。  

 

第 １ 章  総 則  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、地 方 自 治 の 本 旨 に 基 づ き 、議 会 運 営 に お け

る 規 範 的 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、市 民 の 負 託 に 的 確 に こ た え 、

市 民 福 祉 の 向 上 及 び 市 勢 の 伸 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。 

◆ 第 １ 条 の 解 説 ◆  

条 例 の 目 的 は 、議 会 運 営 に お け る 規 範 的 事 項 を 明 文 化 す る こ と に よ り 、

市 民 福 祉 の 向 上 と 市 勢 の 伸 展 に 寄 与 す る こ と で あ る と 規 定 し て い ま

す 。 こ こ で の 「 地 方 自 治 の 本 旨 」 と は 、 日 本 国 憲 法 で 定 め ら れ て い る

「 住 民 自 治 」 と 「 団 体 自 治 」 で す 。 「 住 民 自 治 」 と は 、 そ の 地 域 の 住

民 の 意 志 に 基 づ い て 地 方 行 政 の 運 営 が 行 わ れ る こ と を い い ま す 。 「 団

体 自 治 」 と は 、 地 方 の 運 営 は 地 方 の 住 民 の 意 思 を 反 映 し た 、 国 と は 別

個 の 統 治 機 構 に よ っ て 自 主 的 に 団 体 の 事 務 （ 地 方 の 行 政 ） を 担 当 す る

機 能 を 有 す る こ と を い い ま す 。 つ ま り 、 国 の 政 府 か ら 独 立 し た 地 方 固

有 の 政 府 の 存 在 を 認 め る も の で す 。 地 方 の 実 情 は 地 方 に よ っ て 様 々 で

あ り 、 こ れ を 国 が 一 元 的 に 処 理 す る こ と は 非 効 率 で 不 合 理 で あ る か ら

各 地 方 に 決 定 権 を 委 ね る べ き で あ る 、 と い う 地 方 分 権 の 考 え 方 の 源 で

す 。  

（ 他 の 条 例 と の 関 係 ）  

第 ２ 条  第 １ 条 の 規 定 に 基 づ き 、こ の 条 例 の 趣 旨 に 反 し た 議 会 運
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営 に 関 す る 条 例 、 規 則 等 を 制 定 し て は な ら な い 。  

◆ 第 ２ 条 の 解 説 ◆  

議 会 運 営 に 関 係 す る 条 例 や 、 規 則 等 を 制 定 す る 場 合 に は 、 こ の 議 会 基

本 条 例 の 趣 旨 と 整 合 を 図 ら な け れ ば な ら な い こ と を 規 定 し て い ま す 。  

 

第 ２ 章  議 会 の 運 営 原 則 及 び 議 員 の 活 動 原 則  

（ 議 会 の 運 営 原 則 ）  

第 ３ 条  議 会 は 、次 に 掲 げ る 原 則 に 基 づ き 運 営 を 行 う も の と す る 。 

（ １ ） 公 開 性 、 公 正 性 、 透 明 性 を 確 保 し 、 市 民 に 開 か れ た 信 頼 さ

れ る 議 会 を 目 指 す こ と 。  

（ ２ ）市 民 を 代 表 す る 議 事 機 関 で あ る こ と を 常 に 自 覚 し 、市 長 そ

の 他 の 執 行 機 関（ 以 下「 市 長 等 」と い う 。）の 市 政 運 営 状 況

を 監 視 す る こ と 。  

（ ３ ）市 民 の 多 様 な 意 見 を 的 確 に 把 握 す る こ と に 努 め 、市 政 に 反

映 さ せ る た め の 議 会 運 営 を 目 指 す こ と 。  

（ ４ ）議 員 相 互 間 の 討 議 を 十 分 に 尽 く し て 、合 意 形 成 に 努 め る こ

と 。  

（ ５ ） 流 山 市 議 会 会 議 規 則 （ 昭 和 ４ ２ 年 流 山 市 議 会 規 則 第 １ 号 。

以 下「 会 議 規 則 」と い う 。）、流 山 市 議 会 委 員 会 条 例（ 昭 和 ４

２ 年 流 山 市 条 例 第 １ １ 号 。 以 下 「 委 員 会 条 例 」 と い う 。） 及

び 議 会 に お け る 先 例 又 は 申 し 合 わ せ 事 項 は 、継 続 し て 精 査 し 、

必 要 が あ れ ば 見 直 し を 行 う こ と 。  

（ ６ ） 分 か り や す い 言 葉 、 表 現 を 用 い た 議 会 運 営 に 努 め る こ と 。 

◆ 第 ３ 条 の 解 説 ◆  

地 方 公 共 団 体 の 議 会 は 、 住 民 に よ っ て 直 接 選 挙 さ れ た 議 員 で 構 成 さ れ

る 議 事 機 関 で す 。  

議 事 機 関 と は 、 議 会 が 地 方 公 共 団 体 の 意 思 を 決 定 す る 機 関 で あ る こ と

を 意 味 し 、 こ の こ と は 憲 法 ９ ３ 条 で 定 め ら れ て い ま す 。  

議 会 に は 、 条 例 を 制 定 し 、 地 方 公 共 団 体 の 行 政 運 営 の 基 本 的 事 項 を 議

決 し 、 市 政 運 営 の チ ェ ッ ク を 行 う 責 務 が あ り ま す 。 そ の 際 に は 、 市 民

の 間 に 存 在 す る 多 様 な 関 心 や 意 見 を 集 約 し た も の を 議 会 に 反 映 さ せ 、

議 員 相 互 間 の 討 論 を 十 分 に 尽 く し て 合 意 形 成 す る こ と や 、 分 か り や す
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い 言 葉 や 表 現 を 用 い た 自 律 的 議 会 運 営 に 努 め な け れ ば な り ま せ ん 。  

市 民 の 代 表 に ふ さ わ し い 、 身 近 で 開 か れ た 議 会 を 実 現 し て い く た め に

必 要 な 議 会 運 営 の ６ つ の 原 則 を 本 条 に お い て 規 定 し て い ま す 。  

（ 議 員 の 活 動 原 則 ）  

第 ４ 条  議 員 は 、次 に 掲 げ る 原 則 に 基 づ き 活 動 を 行 う も の と す る 。 

（ １ ）議 会 が 言 論 の 府 で あ る こ と 及 び 合 議 体 で あ る こ と を 十 分 認

識 し 、 議 員 間 の 自 由 な 討 議 を 重 ん じ る こ と 。  

（ ２ ）市 民 の 多 様 な 意 見 を 的 確 に 把 握 す る こ と に 努 め 、市 民 全 体

と し て の 福 祉 向 上 を 目 指 す こ と 。  

（ ３ ） 議 員 立 法 に よ る 積 極 的 な 条 例 提 案 を 行 う よ う 努 め る こ と 。 

◆ 第 ４ 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 は 、 言 論 の 府 と し て 多 数 の 議 員 に よ る 合 議 を 重 視 す る 組 織 で あ

り 、 そ の 役 割 を 果 た す た め 、 議 員 相 互 間 の 自 由 か っ 達 な 討 議 を 推 進 す

る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

② 議 員 は 議 会 を 構 成 す る 一 員 で あ り 、 市 政 全 般 の 課 題 と 市 民 の 多 様 な

関 心 や 意 見 を 的 確 に 把 握 す る こ と に 努 め て 、 市 民 全 体 の 福 祉 向 上 の た

め に 活 動 す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

③ 議 員 は 自 己 研 鑽 等 に よ っ て 政 策 水 準 の 向 上 を 図 り 、 積 極 的 な 条 例 提

案 を 行 う 活 動 に 努 め て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  

（ 会 派 ）  

第 ５ 条  議 員 は 、同 一 理 念 を 共 有 す る 他 の 議 員 と 結 成 し た 政 策 集

団 と し て 、議 会 活 動 を 行 う た め の 会 派 を 結 成 す る こ と が で き る 。 

２  会 派 は 、 政 策 立 案 、政 策 決 定 、政 策 提 言 等 に お い て 議 論 を 尽

く し 、 そ の 意 思 を 表 明 す る こ と が で き る 。  

◆ 第 ５ 条 の 解 説 ◆  

① 議 員 は 、 同 一 理 念 を 持 つ 他 の 議 員 と 結 成 し た 政 策 集 団 を 、 議 会 活 動

を 行 う た め の 会 派 と し て 届 け 出 る と こ が 出 来 る と い う 、 会 派 の 結 成 根

拠 に つ い て 規 定 し て い ま す 。  

② 会 派 は 、 政 策 等 に つ い て 十 分 な 議 論 を 尽 く し た そ の 意 思 に つ い て 、

会 議 に お い て 意 見 表 明 で き る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

（ 代 表 者 会 議 ）  

第 ６ 条  代 表 者 会 議 に つ い て 必 要 な 事 項 は 、流 山 市 議 会 代 表 者 会
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議 要 綱（ 平 成 ２ １ 年 流 山 市 議 会 告 示 第 １ 号 ）で 定 め る も の と す

る 。  

◆ 第 ６ 条 の 解 説 ◆  

代 表 者 会 議 の 目 的 ・ 構 成 ・ 運 営 な ど に つ い て は 、 流 山 市 議 会 代 表 者 会

議 要 綱 で 明 確 に し て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  

（ 全 員 協 議 会 ）  

第 ７ 条  全 員 協 議 会 に つ い て 必 要 な 事 項 は 、流 山 市 議 会 全 員 協 議

会 要 綱（ 平 成 ２ １ 年 流 山 市 議 会 告 示 第 ２ 号 ）で 定 め る も の と す

る 。  

◆ 第 ７ 条 の 解 説 ◆  

全 員 協 議 会 の 目 的 ・ 構 成 ・ 運 営 な ど に つ い て は 、 流 山 市 議 会 全 員 協 議

会 要 綱 で 明 確 に し て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  

（ 議 長 の 権 限 と 役 割 ）  

第 ８ 条  議 長 の 権 限 に つ い て は 、地 方 自 治 法（ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第

６ ７ 号 。以 下「 法 」と い う 。）に 定 め る と こ ろ に よ る も の と し 、

そ の 役 割 に つ い て は 、 会 議 規 則 で 定 め る も の と す る 。  

◆ 第 ８ 条 の 解 説 ◆  

議 長 の 権 限 に つ い て は 、 法 に 定 め ら れ て い る も の で あ り 、 そ の 役 割 に

つ い て は 、 会 議 規 則 で 明 確 に し て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  

 

第 ３ 章  市 民 と 議 会 の 関 係  

（ 市 民 参 加 及 び 市 民 と の 連 携 ）  

第 ９ 条  議 会 は 、議 会 活 動 に 関 し て 有 す る 情 報 を 積 極 的 に 公 表 し 、

透 明 性 を 高 め る と と も に 、説 明 責 任 を 十 分 に 果 た す も の と す る 。 

２  議 会 は 、市 民 と の 意 見 交 換 の 場 を 多 様 に 設 け 、議 員 の 政 策 立

案 能 力 を 強 化 す る と と も に 、政 策 提 案 の 拡 大 に 努 め る も の と す

る 。  

◆ 第 ９ 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 が 市 民 に 対 し て 果 た す べ き 重 要 な 責 任 は 、 活 動 の 情 報 公 開 に よ

っ て 透 明 性 を 高 め る こ と や 、 審 議 等 に お け る 論 点 や 争 点 の 説 明 責 任 を

十 分 果 た す こ と で あ る と 規 定 し て い ま す 。  

② 市 民 と 議 会 は 、今 後 も 双 方 向 の 関 係 を 築 い て い く こ と が 必 要 で あ り 、
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市 民 と の 意 見 交 換 の 場 を 多 様 に 設 け る こ と に よ り 、 市 民 の 関 心 や 意 見

を 把 握 し て 、 議 員 の 政 策 立 案 能 力 を 強 化 し 、 政 策 提 案 の 拡 大 に 努 め て

い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  

（ 議 会 報 告 会 ）  

第 １ ０ 条  議 会 は 、市 民 へ の 報 告 と 市 民 と の 意 見 交 換 の 場 と し て 、

議 会 報 告 会 を 行 う も の と す る 。  

２  議 会 報 告 会 に 関 す る こ と は 、 別 に 定 め る 。  

◆ 第 １ ０ 条 の 解 説 ◆  

前 条 第 2 項 の 「 市 民 と の 意 見 交 換 の 場 」 の １ つ と し て 、 議 会 自 ら が 積

極 的 に 地 域 に 出 向 き 、 直 接 、 市 民 に 対 し て 政 策 提 言 な ど 議 会 活 動 の 状

況 を 報 告 し 、 市 政 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る と と も に 、 市 民 の 関 心 や 意

見 を 直 接 お 聞 き す る 貴 重 な 機 会 と し て 議 会 報 告 会 を 位 置 づ け て 実 施 し

て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。 な お 、 議 会 報 告 会 の 開 催 単 位 や 報 告 会

で の 議 員 の 役 割 等 の 詳 細 に つ い て は 、 別 途 定 め て い く こ と を 規 定 し て

い ま す 。  

 

第 ４ 章  議 会 と 行 政 の 関 係  

 （ 議 会 と 市 長 等 と の 関 係 ）  

第 １ １ 条  議 会 審 議 に お け る 議 員 と 市 長 等 と の 関 係 に つ い て は 、

緊 張 関 係 を 保 持 す る も の と す る 。  

２  会 議 に お け る 議 員 と 法 第 １ ２ １ 条 の 規 定 に よ り 議 場 に 出 席

し た 者 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 説 明 員 」 と い う 。） は 、 論 点 及

び 争 点 を 明 確 に し な け れ ば な ら な い 。  

３  会 議 に お い て 、議 員 は 、 一 問 一 答 方 式 を 積 極 的 に 活 用 し 、 説

明 員 は 、議 長 の 許 可 を 得 て 、議 員 の 質 問 等 に 対 し て 反 問 す る こ

と が で き る 。  

◆ 第 １ １ 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 審 議 に お い て 議 員 と 市 長 等 と は 緊 張 関 係 を 保 持 す る こ と を 規 定

し て い ま す 。  

② 二 元 代 表 制 に お け る 議 会 と 説 明 員 と は 、 緊 張 関 係 を 保 持 し 、 会 議 の

論 点 及 び 争 点 を 明 確 に す る た め に 、 一 般 質 問 で の 一 問 一 答 方 式 の 積 極

的 な 活 用 を す る こ と と 、 説 明 員 か ら 議 員 へ 反 問 す る こ と が で き る 旨 を
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規 定 し て い ま す 。  

（ 適 正 な 議 会 費 の 確 立 ）  

第 １ ２ 条  議 会 は 、適 正 な 議 会 の 活 動 費 を 確 立 す る た め 、自 ら 議

会 費 の 予 算 要 望 書 を 作 成 し 、 市 長 に 提 出 す る こ と が で き る 。  

◆ 第 １ ２ 条 の 解 説 ◆  

予 算 編 成 権 は 市 長 の 専 決 事 項 で す が 、 議 会 は 、 二 元 代 表 制 の 一 翼 を 担

う 立 場 か ら 、 適 正 な 議 会 活 動 を 行 う た め の 「 議 会 費 」 に つ い て 、 議 論

を 十 分 尽 く し 、 議 会 自 ら が 「 予 算 要 望 書 」 を 作 成 し て 議 長 を 通 じ て 市

長 に 提 出 で き る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

（ 法 第 ９ ６ 条 第 ２ 項 の 議 決 事 件 ）  

第 １ ３ 条  法 第 ９ ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、議 会 の 議 決 す べ き 事

件 は 、市 の 基 本 構 想 及 び 基 本 構 想 に 基 づ く 基 本 計 画 を 策 定 す る

こ と と す る 。  

◆ 第 １ ３ 条 の 解 説 ◆  

法 第 ９ ６ 条 第 １ 項 で は 、 議 会 で 決 定 し な け れ ば な い （ 議 決 ） 事 項 を 規

定 し て い ま す が 、 第 ２ 項 で 、 そ れ ら 以 外 に 重 要 な も の は 条 例 に よ り 決

め る 事 が で き る と い う 規 定 に な っ て い ま す 。  

こ の 議 会 基 本 条 例 で は 、 議 会 と 市 長 等 が 透 明 性 の 高 い 責 任 を と も に 担

う た め に 、 市 政 運 営 の 総 合 的 な 指 針 と な る 基 本 構 想 に 基 づ く 基 本 計 画

に つ い て も 、 あ ら た に 議 決 項 目 と す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

（ 市 長 に よ る 政 策 形 成 過 程 の 説 明 ）  

第 １ ４ 条  議 会 は 、市 長 が 提 案 す る 重 要 な 計 画 、政 策 、事 業 等（ 以

下 「 政 策 等 」 と い う 。） に つ い て 、 議 会 審 議 に お け る 論 点 情 報

を 整 理 し 、 そ の 政 策 等 の 水 準 を 高 め る た め 、 市 長 に 対 し 、 次 の

各 号 に 掲 げ る 事 項 の 説 明 を 行 う よ う 求 め る も の と す る 。  

（ １ ） 政 策 等 を 必 要 と す る 背 景  

（ ２ ） 提 案 に 至 る ま で の 経 緯  

（ ３ ） 市 民 参 加 の 実 施 の 有 無 及 び そ の 内 容  

（ ４ ） 他 の 自 治 体 の 類 似 す る 政 策 と の 比 較 検 討  

（ ５ ） 総 合 計 画 に お け る 根 拠 又 は 位 置 付 け  

（ ６ ） 政 策 等 の 実 施 に 係 る 財 源 措 置  

（ ７ ） 将 来 に わ た る 政 策 等 の 効 果 及 び コ ス ト  
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◆ 第 １ ４ 条 の 解 説 ◆  

市 長 等 が 、 重 要 な 政 策 等 を 提 案 す る 場 合 ７ つ の 条 件 を 示 す 説 明 責 任 の

ル ー ル 化 を 規 定 し て い ま す 。 こ れ は 、 政 策 水 準 の 向 上 と 、 議 会 審 議 に

お け る 、 公 正 性 ・ 透 明 性 の 確 保 及 び 論 点 の 明 確 化 を 図 る た め 、 政 策 等

を 必 要 と す る 背 景 か ら 将 来 コ ス ト ま で の 説 明 を 求 め る こ と で 、 提 出 さ

れ る 政 策 等 の 信 頼 性 が 高 ま る と 考 え ら れ ま す 。 こ こ で 言 う 重 要 な 政 策

等 と は 、中 ･長 期 に わ た る ま ち づ く り の 基 本 方 針 や 市 民 生 活 に 重 大 な 影

響 を 及 ぼ す こ と が 予 想 さ れ る 計 画 及 び 施 策 事 業 で す 。  

（ 予 算 及 び 決 算 に お け る 説 明 ）  

第 １ ５ 条  議 会 は 、予 算 及 び 決 算 の 審 議 に 当 た っ て は 、前 条 の 規

定 に 準 じ て 、市 長 に 対 し 、分 か り や す い 施 策 別 又 は 事 業 別 の 説

明 を 行 う よ う 求 め る も の と す る 。  

◆ 第 １ ５ 条 の 解 説 ◆  

市 長 等 は 、 予 算 や 決 算 の 審 議 に お い て も 、 市 民 の 代 表 で あ る 議 員 の 議

会 審 議 が 深 め や す い よ う 、 前 条 の 主 旨 に 準 じ た 分 か り や す い 説 明 資 料

の 作 成 な ど を 行 う よ う 規 定 し て い ま す 。  

 

第 ５ 章  自 由 討 議 の 保 障 及 び 拡 大  

（ 自 由 討 議 の 保 障 及 び 拡 大 ）  

第 １ ６ 条  議 会 は 、言 論 の 府 で あ る こ と を 十 分 に 認 識 し 、議 員 相

互 間 の 自 由 討 議 を 重 視 し た 運 営 に 努 め る も の と す る 。  

２  議 会 は 、 前 項 の 議 員 相 互 間 の 自 由 討 議 を 重 視 し 、 条 例 、 意 見

書 等 の 議 案 提 出 を 積 極 的 に 行 え る よ う 努 め る も の と す る 。  

◆ 第 １ ６ 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 は 討 論 の 場 （ 言 論 の 府 ） で あ る と の 原 則 か ら 、 議 会 の 会 議 は 、

議 員 間 の 自 由 討 議 を 重 視 し た 運 営 に 努 め て い く こ と を 規 定 し て い ま

す 。  

② 自 由 討 議 を 積 極 的 に 推 進 し 、 議 員 間 に お い て 多 様 な 意 見 を 出 し 合 う

こ と に よ り 、 議 員 自 ら も 、 積 極 的 な 政 策 提 言 や 条 例 提 案 等 に 努 め る こ

と を 規 定 し て い ま す 。  
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第 ６ 章  委 員 会 の 活 動  

（ 委 員 会 の 適 切 な 運 用 ）  

第 １ ７ 条  議 会 は 、市 政 の 諸 課 題 を 適 正 に 判 断 し 、委 員 会 の 専 門

性 と 特 性 を 活 か し た 適 切 な 運 営 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

２  議 会 は 、 常 任 委 員 会 、 特 別 委 員 会 等 の 運 営 に 当 た り 、 参 考 人

制 度 及 び 公 聴 会 制 度 を 十 分 に 活 用 す る も の と す る 。  

３  委 員 会 審 査 に 当 た っ て は 、資 料 等 を 積 極 的 に 公 開 し 、市 民 に

分 か り や す い 議 論 を 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

４  委 員 会 は 、委 員 会 条 例 に 定 め る と こ ろ に よ り 公 開 し な け れ ば

な ら な い 。  

◆ 第 １ ７ 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 は 、 委 員 会 の も つ 専 門 性 と 特 性 を 活 か し て 、 市 政 の 諸 課 題 に 適

切 に 対 応 す る 運 営 に 努 め る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

② 委 員 会 は 適 切 な 運 営 に 当 た っ て 、 多 様 な 意 見 聴 取 の 手 法 と し て 、 必

要 に 応 じ て 法 に 基 づ く 参 考 人 制 度 や 公 聴 会 制 度 を 十 分 活 用 し て い く こ

と に つ い て 規 定 し て い ま す 。  

③ 委 員 会 に お い て も 、 公 正 性 、 透 明 性 を 心 が け る こ と は 勿 論 の こ と 、

市 民 に わ か り や す い 審 査 に 努 め る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

④ 委 員 会 は 、 現 在 、 特 別 な 事 情 を 除 く ほ か 、 許 可 制 で は な く 原 則 公 開

さ れ お り 、 今 後 も 委 員 会 条 例 に 沿 っ た 透 明 性 の あ る 開 か れ た 運 営 を 行

う こ と を 規 定 し て い ま す 。  

 

第 ７ 章  政 務 活 動 費  

（ 政 務 活 動 費 の 執 行 及 び 公 開 ）  

第 １ ８ 条  政 務 活 動 費 は 、議 員 が 政 策 立 案 又 は 提 案 を 行 う た め の

調 査 及 び 研 究 に 資 す る た め 交 付 さ れ る も の で あ る こ と を 認 識 し 、

流 山 市 議 会 政 務 活 動 費 の 交 付 に 関 す る 条 例 （ 平 成 １ ３ 年 流 山 市

条 例 第 １ 号 。以 下「 政 務 活 動 費 条 例 」と い う 。）に 定 め る と こ ろ

に よ り 適 正 に 執 行 し な け れ ば な ら な い 。  

２  政 務 活 動 費 の 収 支 報 告 書 (領 収 書 等 の 証 拠 書 類 を 含 む 。 )及 び

会 計 帳 簿 は 、 積 極 的 に 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

３  議 会 は 、政 務 活 動 費 条 例 の 改 正 に 当 た っ て は 、 議 会 の 役 割 及
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び 活 動 状 況 を 踏 ま え 、 議 会 内 で 十 分 に 検 討 す る も の と す る 。  

◆ 第 １ ８ 条 の 解 説 ◆  

① 法 を 根 拠 と す る 政 務 活 動 費 の 交 付 に 関 し て 、 既 定 の 条 例 、 規 則 を 遵

守 し 、公 正 性 、透 明 性 の 観 点 か ら 収 支 報 告 書 及 び 会 計 帳 簿 に つ い て は 、

情 報 公 開 コ ー ナ ー に お い て 公 開 し 、 さ ら に 市 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ に お い

て も 積 極 的 に 掲 載 す る こ と を 規 定 し て い ま す 。 ま た 、 領 収 書 の 公 開 に

つ い て は 、 流 山 市 情 報 公 開 条 例 （ 平 成 ９ 年 流 山 市 条 例 第 １ 号 ） に 準 じ

て 行 っ て い ま す 。  

② 政 務 活 動 費 条 例 の 改 正 に 当 た っ て は 、行 財 政 改 革 の 側 面 だ け で な く 、

本 市 が 抱 え る 課 題 や 、 将 来 展 望 な ど 総 合 的 な 見 地 か ら 、 議 会 の 役 割 や

活 動 状 況 を 踏 ま え て 十 分 議 論 す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

 

第 ８ 章  議 会 及 び 議 会 事 務 局 の 体 制 整 備  

（ 災 害 等 の 対 応 ）  

第 １ ９ 条  議 会 は 、大 規 模 災 害 等 の 緊 急 事 態 の 発 生 時 に お い て 迅

速 か つ 適 切 に 対 応 す る た め の 組 織 体 制 の 確 立 に 努 め る も の と

す る 。  

２  大 規 模 災 害 等 の 緊 急 事 態 の 発 生 時 の 議 会 の 対 応 体 制 、行 動 基

準 そ の 他 必 要 な 事 項 は 、 議 会 が 別 に 定 め る 。  

◆ 第 １ ９ 条 の 解 説 ◆  

① 大 規 模 災 害 等 の 緊 急 事 態 の 発 生 時 に お い て 、 議 会 が 迅 速 か つ 適 切 に

対 応 す る た め に 必 要 な 組 織 体 制 の 確 立 に 努 め る こ と を 定 め た も の で

す 。 な お 「 大 規 模 災 害 等 の 緊 急 事 態 」 と は 、 地 震 や 風 水 害 等 の 自 然 災

害 に 限 ら ず 、 感 染 症 の ま ん 延 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 事 態 を 含 み ま す 。  

② 緊 急 事 態 発 生 時 に お け る 議 会 の 対 応 体 制 、 行 動 基 準 そ の 他 必 要 な 事

項 に つ い て は 、 適 宜 見 直 し て 定 め る こ と が 望 ま し い た め 、 条 例 で は 枠

組 み を 定 め 、 具 体 的 な 事 項 に つ い て は 別 に 定 め る マ ニ ュ ア ル 等 に お い

て 規 定 す る こ と と し て い ま す 。  

（ 議 員 研 修 の 充 実 強 化 ）  

第 ２ ０ 条  議 会 は 、こ の 条 例 の 理 念 を 議 員 間 で 共 有 す る た め 、一

般 選 挙 を 経 た 任 期 開 始 後 、 速 や か に 、こ の 条 例 の ほ か 議 会 関 係

諸 法 令 等 に 関 す る 研 修 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  
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２  議 会 は 、議 員 の 政 策 形 成 及 び 立 案 能 力 の 向 上 を 図 る た め 、議

員 研 修 の 充 実 強 化 を 図 る も の と す る 。  

３  議 会 は 議 員 研 修 の 充 実 強 化 に 当 た り 、広 く 各 分 野 か ら 専 門 的

知 識 を 取 り 入 れ る よ う 努 め る も の と す る 。  

◆ 第 ２ ０ 条 の 解 説 ◆  

① 一 般 選 挙 後 を 経 た 任 期 開 始 後 、 こ の 条 例 の 理 念 を 共 有 す る た め に 、

新 し く 当 選 し た 議 員 を 中 心 に 、 議 会 基 本 条 例 を は じ め 、 議 会 運 営 全 般

に 関 す る 基 本 事 項 や 行 政 関 連 の 基 本 的 な 知 識 を 身 に つ け る た め の 研 修

を 義 務 付 け る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

② 議 員 の 資 質 向 上 お よ び 政 策 形 成 、 立 案 能 力 の 向 上 を 目 的 と し た 議 員

研 修 の 充 実 強 化 を 図 っ て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  

③ 前 項 に 定 め る 議 員 研 修 で は 、多 岐 に わ た る 政 策 課 題 に 対 応 す る た め 、

各 分 野 か ら の 専 門 的 知 識 を 取 り 入 れ た 研 修 に 努 め て い く こ と を 規 定 し

て い ま す 。  

（ 議 会 事 務 局 の 体 制 整 備 ）  

第 ２ １ 条  議 会 は 、議 会 の 政 策 提 案 機 能 、 立 法 機 能 、 監 視 機 能 及

び 調 査 機 能 を 補 助 さ せ る た め 議 会 事 務 局 の 体 制 整 備 を 行 う も

の と す る 。  

２  議 長 は 、議 会 事 務 局 の 体 制 整 備 の た め 、大 学 等 研 究 機 関 並 び

に 専 門 的 な 知 識 及 び 経 験 を 有 す る 者 の 積 極 的 な 活 用 を 図 る こ

と が で き る 。  

◆ 第 ２ １ 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 の 政 策 提 案 機 能 等 を 補 助 す る 、 議 会 事 務 局 の 体 制 整 備 に つ い て

規 定 し て い ま す 。  

② 事 務 局 職 員 の 任 命 権 者 で あ る 議 長 は 、 前 項 に 規 定 す る 議 会 事 務 局 の

体 制 整 備 の た め 、 大 学 研 究 機 関 や 専 門 家 等 と 積 極 的 な 連 携 を 図 り 、 補

助 機 能 や 専 門 性 の 充 実 強 化 を 図 る こ と が 出 来 る こ と を 規 定 し て い ま

す 。  

（ 議 会 図 書 室 の 利 用 ）  

第 ２ ２ 条  議 会 は 、議 員 の 政 策 形 成 及 び 立 案 能 力 の 向 上 を 図 る た

め 、 議 会 図 書 室 の 図 書 の 充 実 に 努 め る も の と す る 。  

２  議 会 は 、議 会 図 書 室 が 市 民 に と っ て 利 便 性 が 高 い も の と な る
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よ う 努 め る も の と す る 。  

３  議 会 図 書 室 の 管 理 に つ い て は 、 流 山 市 議 会 図 書 室 管 理 規 程

（ 平 成 ２ ０ 年 流 山 市 議 会 訓 令 第 １ 号 ） に 定 め る も の と す る 。  

◆ 第 ２ ２ 条 の 解 説 ◆  

① 議 会 は 、法 第 1 0 0 条 1 7 項 の「 議 会 図 書 室 の 設 置 」規 定 に よ り 、官 報 、

広 報 、 刊 行 物 の 公 文 書 の 保 管 義 務 は 当 然 で あ る が 、 議 員 の 政 策 形 成 及

び 立 案 能 力 向 上 の た め 、 関 連 図 書 を 充 実 す る こ と 規 定 し て い ま す 。 ②

唯 一 、 過 去 の 議 事 録 や 議 会 に 関 す る 文 書 を 保 管 し て い る の が 議 会 図 書

室 で あ る こ と か ら 、 市 民 へ の 情 報 公 開 の 面 か ら も 、 議 会 図 書 室 が 市 民

に と っ て 利 便 性 が 高 い も の と な る よ う 努 め る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

（ 議 会 広 報 の 充 実 ）  

第 ２ ３ 条  議 会 は 、市 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ 等 の 情 報 通 信 技 術 の 発 達

を 踏 ま え た 多 様 な 広 報 手 段 を 活 用 し 、多 く の 市 民 が 議 会 及 び 市

政 へ の 関 心 を 高 め る た め の 体 制 整 備 並 び に 議 会 広 報 活 動 の 充

実 強 化 に 努 め る も の と す る 。  

◆ 第 ２ ３ 条 の 解 説 ◆  

本 条 例 の 第 ９ 条 で 積 極 的 な 情 報 公 開 を 規 定 し て い ま す が 、 こ こ で は 、

そ の 具 体 的 手 段 と し て 、 市 政 の 重 要 な 情 報 を 市 民 に 周 知 す る た め に 、

議 会 ホ ー ム ペ ー ジ な ど Ｉ Ｃ Ｔ （ イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ＆ コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン テ ク ノ ロ ジ ー ／ 情 報 通 信 技 術 ） の 発 達 を 踏 ま え た 広 報 の 充 実 に 努

め て い く こ と を 規 定 し て い ま す 。  

（ 専 門 的 知 見 の 活 用 ）  

第 ２ ４ 条  議 会 は 、市 の 直 面 す る 重 要 課 題 に 対 応 す る た め 、法 第

１ ０ ０ 条 の ２ の 規 定 に よ り 、大 学 等 研 究 機 関 と の 連 携 又 は 専 門

的 な 知 識 及 び 経 験 を 有 す る 者 の 積 極 的 な 活 用 を 図 る こ と が で

き る 。  

◆ 第 ２ ４ 条 の 解 説 ◆  

市 の 直 面 す る 重 要 課 題 に 対 応 す る た め に 、 議 会 自 ら が イ ニ シ ア チ ブ を

と っ て 、 大 学 等 研 究 機 関 （ 専 門 的 知 見 ） や 専 門 家 等 と の 連 携 を 積 極 的

に 活 用 し 、 そ の 重 要 課 題 の 解 決 を 行 う こ と が で き る こ と を 規 定 し て い

ま す 。  
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第 ９ 章  議 員 の 政 治 倫 理 、 身 分 及 び 待 遇  

（ 議 員 の 政 治 倫 理 ）  

第 ２ ５ 条  議 員 は 、市 民 の 代 表 と し て 名 誉 と 品 位 を 損 な う 行 為 を

慎 み 、ま た 、そ の 地 位 を 利 用 し て 不 正 の 疑 惑 を 持 た れ る お そ れ

の あ る 行 為 を し な い な ど 、 議 員 と し て の 責 務 を 正 し く 認 識 し 、

議 会 の 一 員 と し て 、 そ の 使 命 の 達 成 に 努 め な け れ ば な ら な い 。 

２  議 員 は 、流 山 市 議 会 議 員 政 治 倫 理 条 例（ 平 成 １ ９ 年 流 山 市 条

例 第 １ ８ 号 。 以 下 「 政 治 倫 理 条 例 」 と い う 。） を 、 遵 守 し な け

れ ば な ら な い 。  

◆ 第 ２ ５ 条 の 解 説 ◆  

議 員 の 活 動 は 多 様 で あ り 、 政 治 倫 理 の 判 断 は 単 純 で は な い も の の 、 議

員 の 地 位 を 悪 用 し た 不 正 な 口 利 き な ど を し な い 等 、 議 員 の 責 務 を 正 し

く 認 識 し 、 政 治 倫 理 条 例 を 遵 守 し た 議 員 活 動 を 行 う こ と を 規 定 し て い

ま す 。  

（ 議 員 定 数 ）  

第 ２ ６ 条  議 員 定 数 は 、流 山 市 議 会 議 員 の 定 数 を 定 め る 条 例（ 平

成 １ ４ 年 流 山 市 条 例 第 ２ ５ 号 ） で 定 め る も の と す る 。  

２  議 会 は 、議 員 定 数 の 改 正 に 当 た っ て は 、参 考 人 制 度 及 び 公 聴

会 制 度 を 十 分 に 活 用 す る こ と に よ り 、市 民 の 意 向 を 把 握 し 、本

市 の 実 情 に あ っ た 定 数 を 検 討 す る も の と す る 。  

３  議 員 が 議 員 定 数 を 改 正 す る 議 案 を 提 出 す る に 当 た っ て は 、改

正 理 由 の 説 明 を 付 し て 、 議 長 に 提 出 す る も の と す る 。  

◆ 第 ２ ６ 条 の 解 説 ◆  

① 議 員 定 数 に つ い て は 、 行 財 政 改 革 の 側 面 だ け で な く 、 本 市 が 抱 え る

課 題 や 、 人 口 な ど の 将 来 展 望 に つ い て 、 参 考 人 制 度 等 の 活 用 に よ り 市

民 の 意 向 を 把 握 し な が ら 総 合 的 に 検 討 し て い く こ と を 規 定 し て い ま

す 。  

② 定 数 の 改 正 は 、 市 長 の 提 案 権 は 認 め る も の の 、 市 民 へ の 説 明 責 任 を

果 た す た め に も 、 議 員 が 提 案 す る 場 合 は 、 総 合 的 な 検 討 に 基 づ い た 十

分 な 説 明 を 行 う も の と 規 定 し て い ま す 。 な お 、 市 民 か ら の 直 接 請 求 に

つ い て は 、 こ の 限 り で は あ り ま せ ん 。  

（ 議 員 報 酬 ）  
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第 ２ ７ 条  議 員 報 酬 は 、流 山 市 議 会 議 員 の 議 員 報 酬 及 び 費 用 弁 償

等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 ３ １ 年 流 山 市 条 例 第 ６ ４ 号 ） で 定 め る 。 

２  議 会 は 、議 員 報 酬 の 改 正 に 当 た っ て は 、参 考 人 制 度 及 び 公 聴

会 制 度 を 十 分 に 活 用 す る こ と に よ り 、市 民 の 意 向 を 把 握 す る こ

と が で き る 。  

３  議 会 は 、前 項 の 規 定 に よ り 把 握 し た 結 果 に つ い て 、市 長 に 提

出 す る こ と が で き る も の と す る 。  

◆ 第 ２ ７ 条 の 解 説 ◆  

① 報 酬 の 改 正 に つ い て は 、 定 数 の 改 正 と 同 様 、 総 合 的 に 判 断 す る 必 要

が あ る た め 、 参 考 人 制 度 や 公 聴 会 制 度 な ど を 活 用 し 、 市 民 の 意 向 を 把

握 で き る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

② 議 会 は 、 把 握 し た 結 果 に つ い て 、 議 長 を 通 じ て 市 長 に 提 出 で き る こ

と を 規 定 し て い ま す 。  

 

第 １ ０ 章  条 例 の 検 証 及 び 見 直 し 手 続  

（ 条 例 の 検 証 及 び 見 直 し 手 続 ）  

第 ２ ８ 条  議 会 は 、別 に 期 間 を 定 め 、こ の 条 例 の 目 的 が 達 成 さ れ

て い る か ど う か を 議 会 運 営 委 員 会 に お い て 検 証 し 、そ の 結 果 を

市 民 に 積 極 的 に 公 表 す る も の と す る 。  

２  議 会 は 、前 項 の 規 定 に よ る 検 証 の 結 果 、制 度 の 改 善 が 必 要 な

場 合 は 、こ の 条 例 の 改 正 を 含 め て 適 切 な 措 置 を 講 じ る も の と す

る 。  

◆ 第 ２ ８ 条 の 解 説 ◆  

① 条 例 の 検 証 と そ の 結 果 の 公 表 に つ い て 規 定 し て い ま す 。 こ の 条 例 の

検 証 に つ い て は 、 特 別 委 員 会 の 議 論 の 中 で は 原 則 ２ 年 毎 が 望 ま し い と

さ れ 、 検 証 方 法 及 び 公 表 方 法 を 含 め た 期 間 な ど の 詳 細 に つ い て は 、 議

会 運 営 委 員 会 で 決 定 す る も の と し て い ま す 。  

② 検 証 の 結 果 を 受 け 、 必 要 に 応 じ て そ の 適 切 な 対 応 措 置 を 講 じ る こ と

を 規 定 し て い ま す 。  

 

附  則  

 こ の 条 例 は 、 平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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   附  則 （ 平 成 ２ ２ 年 ２ 月 ２ ３ 日 条 例 第 １ 号 ）  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 ２ ３ 年 ９ 月 ７ 日 条 例 第 １ ８ 号 ）  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

  附  則 （ 平 成 ２ ５ 年 ２ 月 ２ ７ 日 条 例 第 ２ 号 ）  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 １ ８ 条 （ 見

出 し を 含 む 。）の 改 正 規 定 は 、平 成 ２ ５ 年 ３ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 

  附  則 （ 平 成 ２ ６ 年 ６ 月 ３ ０ 日 条 例 第 ２ ０ 号 ）  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 令 和 ８ 年 ６ 月 ９ 日 条 例 第 １ ４ 号 ）  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  


